
　
市
で
は
、
政
策
や
方
針
を
決
定

す
る
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
を
促

進
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
新
し
い

視
点
や
多
様
な
意
見
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
女
性
人
材
バ
ン

ク
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
材
バ
ン
ク
は
、
市
の
審

議
会
等
の
委
員
の
人
選
や
、
講
演

会・研
修
会
の
講
師
の
人
選
な
ど
、

女
性
の
協
力
が
必
要
な
事
業
に
活

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
登
録
者
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。あ
な
た
の「
経
験
」「
知
識
」「
や

る
気
」
を
、
市
政
や
地
域
社
会
の

発
展
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
、
も
し
く
は
市
内
の
団
体
等
に

所
属
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
女
性

で
、
市
政
へ
の
関
心
や
意
欲
が
あ

る
人

分
野　
①
健
康
・
医
療
②
社
会
福

祉
・
介
護
③
子
ど
も
・
家
庭
④
文

化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
⑤
教
育
⑥

男
女
共
同
参
画
⑦
国
際
交
流
⑧
暮

ら
し
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑨
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
活
動
⑩
都
市
計

画
・
防
災
⑪
農
業
・
工
業
⑫
観
光
・

経
済
⑬
そ
の
他

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課
（
内

線
２
３
１
２
）

　
市
町
村
な
ど
の
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
財
政
の
健
全
性

に
関
す
る
比
率
の
審
査
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
つ

の
指
標
で
健
全
度
を
示
し
、
一
つ

で
も
基
準
を
超
え
る
と
、
健
全
化

計
画
の
策
定
や
外
部
監
査
を
義
務

付
け
る
「
財
政
の
早
期
健
全
化
団

体
」
に
移
行
し
、
さ
ら
に
悪
化
す

る
と
破
綻
状
態
の
「
財
政
の
再
生

団
体
」
と
な
り
、
事
実
上
国
の
管

理
下
と
な
り
ま
す
。

２
年
度
算
定
結
果

　
今
回
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と

お
り
基
準
を
全
て
下
回
っ
て
お
り
、

当
市
の
財
政
状
況
は
健
全
段
階
で

あ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
４
・
５

％
で
、
前
年
度
と
比
べ
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
増
加
。将
来
負
担
比
率
は
、

36
・
9
％
で
、
前
年
度
と
比
べ

13・7
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
経
費
の
削
減
、
計
画

的
な
借
り
入
れ
に
努
め
、
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
務
課
（
内
線

２
３
８
２
）

■
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　
①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実
質

赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費
比
率
④

将
来
負
担
比
率
の
四
つ
の
財
政
指

標
の
総
称
で
、
標
準
的
な
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
を
示
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会
計
等

の
実
質
的
な
収
支
の
赤
字
額
の
割

合②
連
結
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
実

質
的
な
収
支
の
赤
字
額
の
割
合

③
実
質
公
債
費
比
率
＝
一
般
会
計

が
負
担
す
る
公
債
費
（
借
金
の
返

済
額
）
や
、
企
業
会
計
等
の
公
債

費
に
充
て
る
た
め
の
繰
出
金
等
の

割
合

④
将
来
負
担
比
率
＝
地
方
債
残
高

（
借
金
の
残
高
）
な
ど
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
額
の
割
合

■
資
金
不
足
比
率
と
は

　
公
営
企
業
ご
と
に
資
金
の
不
足

状
況
を
算
定
す
る
も
の
で
、
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
経
営
状
況

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
＝
資
金
不
足
額
の

事
業
の
規
模
に
対
す
る
割
合

　

文
芸
祭
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
。
一
般
の
部
１
０
６
５
点
、
小
・
中
学

生
の
部
１
７
７
９
点
の
作
品
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
24
点
と
18
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
ぐ
る
っ
と
羽
島
（
は
し
ま

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）
に
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間

短
歌
・
俳
句　
11
月
19
日
～
23
日

川
柳
・
現
代
詩　

11
月
25
日
～
29
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 

一
般
の
部

短
歌
▽
文
芸
祭
賞
＝
古
賀
由
美
子
（
佐
賀

県
唐
津
市
）
▽
優
秀
賞
＝
鈴
木
由
美
子

（
各
務
原
市
）
中
川
ゆ
う
（
正
木
町
）
▽

秀
作
賞
＝
銀
文
鳥
（
京
都
府
向
日
市
）
ｇ

ｅ
ｍ
ｅ
ｌ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
（
神
奈
川
県
横
浜

市
）
渡
邉
眞
弓
（
竹
鼻
町
）

俳
句
▽
文
芸
祭
賞
＝
打
浪
紘
一
（
大
阪
府

高
槻
市
）
▽
優
秀
賞
＝
小
野
道
山
（
大
分

県
大
分
市
）
横
山
稲
子
（
揖
斐
郡
大
野

町
）
▽
秀
作
賞
＝
鈴
木
由
美
子
（
各
務
原

市
）
葛
西
麻
絵
（
各
務
原
市
）
岡
田
孝
道

（
埼
玉
県
久
喜
市
）

川
柳
▽
文
芸
祭
賞
＝
森
元
恵
美
子
（
愛
知

県
愛
西
市
）
▽
優
秀
賞
＝
多
賀
二
郎
（
愛

知
県
名
古
屋
市
）
西
谷
寿
（
愛
知
県
春
日

井
市
）
▽
秀
作
賞
＝
桑
原
久
治
（
岐
阜

市
）
小
林
勝
英
（
岐
阜
市
）
位
田
仁
美

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

現
代
詩
▽
文
芸
祭
賞
＝
北
村
俊
保
（
愛
知

県
名
古
屋
市
）
▽
優
秀
賞
＝
戸
田
和
樹

（
京
都
府
京
都
市
）
打
浪
紘
一
（
大
阪
府

高
槻
市
）
▽
秀
作
賞
＝
藤
川
六
十
一
（
三

重
県
桑
名
市
）
釛
子
ふ
た
み
（
東
京
都
世

田
谷
区
）
新
井
太
陽
（
加
茂
郡
八
百
津

町
）

 

小
・
中
学
生
の
部

短
歌
▽
文
芸
祭
賞
＝
水
谷
咲
葵
（
竹
鼻
中

２
）
▽
優
秀
賞
＝
山
上
愛
奈
（
正
木
小

２
）
小
鹿
叶
翔
（
羽
島
中
２
）
▽
秀
作
賞

＝
山
田
桃
花
（
中
央
小
３
）
山
本
実
乃

（
中
島
小
６
）
水
谷
心
彩
（
羽
島
中
２
）

俳
句
▽
文
芸
祭
賞
＝
髙
木
結
衣
（
竹
鼻
小

２
）
▽
優
秀
賞
＝
森
彩
羽
（
竹
鼻
小
２
）

井
上
桜
来
（
中
央
中
3
）
▽
秀
作
賞
＝
河

合
慶
悟
（
中
島
小
６
）
浅
野
柚
那
（
桑
原

学
園
4
）
篠
田
奈
々
水
（
中
央
中
３
）

現
代
詩
▽
文
芸
祭
賞
＝
坂
本
椛
（
中
央
小

6
）
▽
優
秀
賞
＝
足
名
美
音
（
中
島
小

６
）
青
山
明
日
香
（
中
央
中
１
）
▽
秀
作

賞
＝
安
田
杏
菜
（
足
近
小
６
）
白
木
風
光

（
竹
鼻
中
１
）
田
中
惣
基
（
中
島
中
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課
（
内
線
６

１
３
２
）

小
・
中
学
生
の
部　

文
芸
祭
賞
受
賞
作
品
を
紹
介

短
歌　

水
谷
咲
葵

深
呼
吸
サ
ー
ブ
で
一
本
き
め
る
ん
だ

高
く
ト
ス
上
げ
す
ば
や
く
ス
イ
ン
グ

俳
句　

髙
木
結
衣

わ
た
が
し
の
あ
ま
い
風
ふ
く
夏
ま
つ
り

現
代
詩　

坂
本
椛
「
心
の
空
模
様
」

心
の
中
に
は
空
が
あ
る

気
持
ち
に
よ
っ
て
天
気
が
変
わ
る

嫌
な
言
葉
を
言
う
友
達

自
分
が
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

悲
し
く
な
る
。

泣
く
と
ポ
タ
ポ
タ
雨
が
降
り

私
を
ほ
め
て
く
れ
る
友
達

自
分
が
す
ご
い
人
に
な
れ
た
よ
う
で

う
れ
し
く
な
る
。

笑
う
と
ス
ッ
キ
リ
青
空
で

約
束
を
守
っ
て
く
れ
な
い
友
達

自
分
が
う
ら
ぎ
ら
れ
た
よ
う
で

い
ら
い
ら
す
る
。

お
こ
る
と
ガ
ー
ガ
ー
大
嵐

私
が
感
じ
る
色
ん
な
こ
と
で

私
の
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
く

心
の
天
気
も
変
わ
っ
て
く

私
の
心　
空
模
様

心
の
中
に
は
空
が
あ
る
。

　
羽
島
市
新
庁
舎
が
開
庁
す
る
。
私
も
現

役
時
代
、
新
局
舎
の
長
だ
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
思
い
を
致
し
た
の
は
育
て
て
い
た
だ

い
た
読
者
と
住
民
へ
の
感
謝
、
今
後
の
継

承
で
し
た
。

　
「
初
心
に
返
れ
」。
建
築
技
術
の
革
新
は

す
さ
ま
じ
く
内
部
の
管
理
が
シ
ス
テ
ム
化

さ
れ
て
い
る
。
私
は
局
舎
玄
関
ホ
ー
ル
に

「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
設
け
、
記
事
で

紹
介
す
る
よ
う
に
し
た
。
情
報
発
信
の
お

手
伝
い
と
地
域
密
着
の
実
践
で
し
た
。

　
さ
て
、
市
役
所
と
な
る
と
事
務
は
膨
大

だ
。
シ
ス
テ
ム
優
先
・
依
存
に
な
り
か
ね

な
い
。仕
事
の
起
点
は
市
民
と
地
域
。「
市

民
と
の
対
話
」「
職
員
間
の
対
話
」
が
お

留
守
に
な
り
か
ね
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
今
ま
で
以
上
に
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
装
な
っ
た
県
内
の
市
役
所
。
一
階
に

住
民
向
け
窓
口
が
ず
ら
り
。
前
に
順
番
を

知
ら
せ
る
大
型
モ
ニ
タ
ー
画
面
。。
次
の

番
が
く
る
た
び
マ
イ
ク
の
声
が
ホ
ー
ル

に
響
く
。「
う
る
さ
く
な
い
で
す
か
」
と

職
員
に
聞
い
て
み
た
。「
集
中
で
き
ま
せ

ん
！
」
と
苦
笑
い
。
笑
え
な
い
話
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
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文
芸
祭　

三
賞
受
賞
者
が
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
る
っ
と
羽
島
で
作
品
を
展
示

－初心に返る－  
広報アドバイザー

（元中日新聞記者）
　　　　　西尾　敏正　

水 紋

2021.11　広報はしま

女性人材バンク
登録者を募集

8

登録から依頼までの流れ

人材バンクへの登録
市ホームページ、市民協働課、各
コミュニティセンターにある「女
性人材バンク登録票」に必要事項
を記入し、市民協働課へ提出して
ください。

活動の依頼
委員等の就任をお願いする場合は、
市役所の担当課から活動内容につい
て連絡します。

登録情報の提供
女性の参画を必要としている市役所
の担当課へ登録情報を提供します。

多様な意見を市政に反映

財
政
の
健
全
化　

基
準
値
を
ク
リ
ア

早期健全化基準 財政再生基準 羽島市
実質赤字比率 12.88％ 20％ －

連結実質赤字比率 17.88％ 30％ －
実質公債費比率 25％ 35％ 4.5％
将来負担比率 350％ 36.9％

経営健全化基準 羽島市
資金不足比率 20％ －

健全化判断比率・資金不足比率の状況（令和 2 年度）

※�実質赤字比率・連結実質赤字比率・資金不足比率については、赤字
額が無いため「－」で表示しています。

用
語
説
明


